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議事録 
事務局 

第２回目の議論を踏まえ、事務局
から本日の審議事項について確
認を行った。 

人を育てる施策 

カジタ副委員長

子どもの興味を引き出す施策に
関しては先日ジャンルレスなの
ではといった話もしたが、あえて
映画、CG といったジャンルを切
るという方法よりは、広く映像を
体験してもらう、知ってもらう、
興味をもってもらうことで次の
段階に進めるような入口づくり
ができればよいと思う。 

李委員 

海外との共同制作についてはそ
れぞれの知見を活かした映像制
作が可能であることや、資金調
達・配給などの面でメリットがあ
るが、文化庁や経済産業省でも助
成金を出している。札幌市では商
談会などを通じて市内事業者と
海外とのネットワーク構築など
を支援したい。 

成田委員

学生へのインターンシップであ
るが、市外の学生からのニーズも
十分あるのではないかと考えら
れる。現状、今年の新卒の半分は
道外から採用しており、企業にと
っても、優秀な人材を獲得するう
えでは、全国が対象となり得ると

思っている。 

アレクトとしては、スキルアップ
のワークショップの枠組みを社
内で議論し始めており、今後吉田
学園さん含め、市外の学校関係の
方々にも意見をいただきながら、
考えていこうと思っている。 

橋本委員長

前回、CG 業界に対して誤解され
ている親御さんもしくは高校の
先生が多いという話をした。CG
分野に進む人材を増やすために
正しい知識が伝わるような機会
を創出したいと思っている。 

行政には、デジタルエンターテイ
ンメント業界の職業を知るイベ
ントに支援や協力を頂きたい。も
しくは助成金や場所提供なども
含めて、一緒に事業に取り組めた
らと考えている。 

長岡委員

動画広告の作り手への講座に関
しては、技術系と企画系とに分け
るのがよい。技術を学ぶ際、例え
ばスチールの人が使う機材とム
ービーの人が使う機材は共通に
なってきたりもしているので、テ
レビ業界やグラフィックデザイ
ン、写真家などといった様々な経
路から集まった方々がみんな一
緒に学ぶことができると思う。 

アマチュアの人でも技術を学び
たい人と企画を学びたい人がい
たり、プロの中でも企画はできる
ので技術を学びたい、技術がある
ので企画を学びたいといった場
合があるかと思うので、両方を対
象にしていいと思う。 

カジタ副委員長

技術力がある人はそこそこいる

という印象だが、企画力のほうは
圧倒的に足りない印象があるた
め、そちらに興味をもつ人は多い
と思う。 

ただ、企画力が足りないという前
提を認識していない人もいるか
と思うので、そういうものを身に
着けなければいけないと思わせ
るセミナーや講座があってもよ
いのではないか。 

長岡委員

自分が技術と企画どちらを学ぶ
べきかわからない人もいるかも
しれないので、それらがどんな効
果を生むかを学ぶ概要的なもの
があってもよいかと思う。 

作り手側だけでなく、それを使う
メーカー側にも参加してもらえ
るような形で、札幌の企業がこう
いう映像を作って、それでこんな
ふうに業績がよくなりましたみ
たいな成功例を示していけると、
みんなが関係していけてよいと
思う。 

成田委員 

映画・テレビではインディペンデ
ント作品、広告分野ではコンテス
トなど、個人での挑戦を支援する
枠組みがあるが、アニメ制作はシ
ナリオから企画が立ち上がって
完成するまで、個人で制作すると
とてつもない時間がかかるため、
今の札幌市のたてつけだと、それ
を助成していくのは難しい。 

コンテやジオラマモデルなどの
個人表現に対する助成や、文化庁
が行っている「あにめたまご」の
ような新人育成のためのプロジ
ェクトに対しての助成なら考え
られるかと思う。後者は新人育成
のための企画に対して助成し、１



年間の助成期間が終わると著作
権は製作者に返す仕組みになっ
ており、その後、続編をつくった
り、グッズ展開をしたりするのが
可能となっている。 

カジタ副委員長

補助金という形もひとつだが、奨
学金制度のようなものはどうか。
例えば、何らかの賞を取った時に、
次回作を作るための予算やスタ
ッフ集めの協力などはできない
かと思う。 

ビジネスを育てる施策 

李委員 

これまで海外の商談会において
コンテンツの販売やネットワー
クづくりを行ってきたが、商談会
は発信と吸収の両面で非常に重
要な場であるため、今後も必要な
施策であると考える。ネットワー
クを構築して、海外の事業者と国
際共同制作を行うことにより、ノ
ウハウを学ぶこともできるし、海
外から見た日本についての情報
収集も行うことができる。 

成田委員 

アニメによる広告を制作したこ
とはないが、スピーディーに作れ
るワークフローをつくって、広告
にもアニメーションで貢献でき
る表現を考えたほうがいいと思
っている。 

産学官連携 

橋本委員長

文科省の教育振興予算を使って、
企業と学校、行政がどのように機
能的に働いているか、地域で役立
っているかの調査を実施したこ
とがある。 

本事業は北海道・札幌の学校、CG
アニメーション企業、ゲーム企業、
北海道モバイルコンテンツビジ
ネス協議会、経済産業局、北海道
庁、北海道総合通信局、札幌市な
どの行政にも入っていただき、主
にゲーム分野とCG分野の分科会
にわかれて調査を行った。 

福岡では市を窓口としてインタ
ーンシップを募集しており、市外
からも学生が集まっていた。これ
は北海道、札幌でも、魅力的なイ
ンターンシップを行えば、全国か
ら学生を集めることができるの
ではないかと思う。 

また、福岡ではゲームコンテスト
も実施しており、日本ゲーム大賞
の審査員もやっているような有
名企業の社長が審査員を務める
など、非常にうまく盛り上げてい
る。札幌でも、今回のプラン見直
しを機に、映画だけでなくCGに
も取り組むということをPRでき
れば、多くの企業が参画してくれ
るのではないかと思う。 

ブリティッシュコロンビア州政
府に協力いただき、CG 分野での
産官学連携（エコシステム）が実
現されているバンクーバーに視
察に行った。また、ケベック州政
府にも協力いただき、ゲーム産業
の集積都市となったモントリオ
ールに視察に行った。どちらの都
市もカナダ政府の国策として、当
該産業の大手企業を誘致し、税制
優遇や人件費補填を行うことで、
本社機能の移転やスタジオ開設

に至っている。これにより関係企
業や学校も集まっておりクラス
ターを形成している。 

産学官の連携も出来上がってい
て、昼間にCG会社や映画会社で
働いている方々が、夜間や土日に
自分の出身校に教えにいく。もち
ろん報酬は発生するが、自分の母
校の子たちにこの業界に来ても
らうという気概をもっている。海
外はプロジェクト単位で企業に
雇用されるので、日本の企業のよ
うな正社員制度では難しい部分
もあると思う。 

また、小さな企業が集まるだけで
は成立しにくいという話もきい
た。有名な作品が生まれ、企業が
集まり、周辺産業が大きくなって、
学校が増えて優秀な人材が輩出
できるという循環になるのが理
想である。 

カジタ副委員長

人材の定着に関していうと、クリ
エイティブ分野以外のどのジャ
ンルでも、よい人材ほど札幌から
いなくなるという状況はある。ス
タートが企業誘致から始まるの
か、どこから始まるのかという部
分はあるかと思うが、産学官で連
携した体制づくりなど、CG 以外
の分野でも似たような状況をつ
くることは必要である。 

工藤委員 

インターンシップなど、学生と企
業の接点については、あまり多く
ないと感じる。私は大学３年生の
ときに、CG アニメ企業にインタ
ーンシップにいった。映像分野は
インターン生に求められる技術
が高く、専門学生に比べ大学生は
参加しづらい。 



シビックプライド 

長岡委員 

最初から思っていたこととして、
ＩＣＣとフィルムコミッション、
札幌市映像活用推進プランとい
うのがどういう関係性にあるの
かよく分からなかった。また、フ
ィルムコミッションは、フィルム
というから映画向けの組織なの
だろうという誤解をしていた。一
般の人もきっとそう思うのでは
ないか。そういったものをどうや
ったら解消できるかをシビック
プライドという面から考えてみ
た。 

シビックプライドの醸成には、存
在を知ってもらうことが大事で
あり、そのためには映像活用推進
プランの認知を広げ、事業そのも
のや理念、テーマ、コンセプトな
どの抽象的な活動の総体に名前
をつけるべきではないかと思う。
札幌市映像活用推進プランある
いは札幌の映像文化そのものな
ど、大きな概念に名前があるとい
いのではないか。 

フィルムコミッションが映画だ
けではなく、テレビドラマ、ドキ
ュメント、ＣＭ、ネット動画、実
写、アニメ、ＣＧ、もしかしたら
静止画など全ての映像表現、ビジ
ュアル表現を網羅するような受
容性のある、そんな名称がよい。 

仮で札幌グッドビジョンズとい
う別称を考えた。ビジョンは視覚
やビジュアルといった、映像のよ
うな意味と、これから先の考え方
といった意味、二つを持っている。 

ただ、これだけだと誤解が生まれ
ては困るので、文章できちんと概
要を説明するというものがブラ

ンドステートメントである。札幌
グッドビジョンズ宣言として、作
りたいのは映像文化ですという
一言があって、札幌がなぜその映
像作り、映像で魅力づくりするの
かというときに、環境がそろって
いるからなのだということを皆
さんに改めて理解していただく
のがいいのではないかと思う 

これらを一般の方々に認知して
もらうために、マークやロゴなど
を作っていって、その露出機会を
増やすことで認知を広げていけ
ればよい。撮影中の看板や撮影ス
タッフに着用してもらうＴシャ
ツ、撮影に協力してくれた施設・
お店・エキストラの方々などに配
布するステッカーなど、様々なと
ころで露出していくような形を
作れればよい。 

市民の人たちに、このロゴの認知
が進んでいって、積極的に協力し
ないまでも邪魔もしないという
ふうな状況がつくっていければ、
そう思ってくれる時点で当事者
と考えて差し支えないのではな
いか。 

また、その札幌グッドビジョンズ
の概念に関して、大きくは企画す
る人と制作する技術系の人と、そ
れから活用する人という三つに
分かれていて、札幌市がプロデュ
ーサーとかコーディネーターの
ような形でこの３者をつないで
いければよい。 

札幌市や札幌市映像活用推進プ
ランという部分がつなぐ人と考
えたときに、ＩＣＣとフィルムコ
ミッションの位置づけを考えて
みたが、札幌市としてまとめて全
部一緒でいいかなと思った。例え
ばそこをプロデューサーズ札幌
みたいな新たな活動体みたいに
回していってもいいのかなと思
う。その大きな活動体の中に今Ｉ
ＣＣが担っているようなことだ
ったり、フィルムコミッションが
担っているようなことだったり
というのが分科会的に下につい
ていくような形の整理の仕方が
分かりやすいのではないかと考
えた。 

橋本委員長

制作に協力することに邪魔しな
いということはとても大事であ
ると思った。あとは、仲間になろ
うとするために、例えばＴシャツ
が欲しいなと思う気持ちだとか、
ステッカーを貼ることによって、
あの作品に取り上げられたんだ
というような気持ちに持ってい
くことは重要だと思う。 

カジタ副委員長

ＩＣＣに２、３年ぐらい前から関
わり出しているが、２０００年頃
からある施設なのにここまで知
られていないのかというのが衝
撃であった。 

そもそも知られていなければ、マ
ッチングの機会だとかも生まれ
づらいという状況もあるため、Ｉ
ＣＣや札幌のクリエイティブを
知ってもらうことに力を入れて
いかなければと思う。そういった
活動をグッドビジョンズやプロ
デューサーズのような形で、まと
めるとができるととてもいいな



と思う。 

ICCやフィルムコミッション、そ
れぞれが担っている部分が違う
のは構わないが、外に対してばら
ばらで見せているという状況は
プラスではないため、もっと塊と
して見せられれば、市民に認知さ
れると同時に、道外に対しても知
ってもらえる機会になると思う。 

橋本委員長

シビックプライドを調べると、定
義としては愛着をどれぐらい持
っているか、あとは自分のまちに
どれぐらい誇りを持っているの
か、あとはこのまちで行われてい
るものに対して共感を持ってい
るとかというという三つの要素
で計られるものとなっている。 

シビックプライド醸成のあるべ
き姿を考えたときに、映像に関し
て市民が親しみや興味を持って
もらうこと、そのために市民が集
いやすいコミュニティーが形成
されていることかなと考えた。 

あとは市外の方々に札幌への興
味が喚起され、その方々からアク
セスしてもらえることが重要か
と思う。この点に関してはよくＳ
ＮＳだというのが位置づけられ
るが、今回テーマに上がっている
商業広告なども絡めることで、ア
クセスさせることは何かしらで
きるのではないか。映像に関して
市民が関わりたい、グッドビジョ
ンズの活動に自分も一役買いた
いと思ってもらえることも重要

である。 

また、市民が経済的にメリットを
感じることとして、企業が増えて
雇用が創出されて業界が活性さ
れることというのは、絶対条件に
入ってくる。優良な作品が増えて、
それに関わることが誇りと思い、
映像に関する職業への興味喚起
がされ、イベントなどもできると
いい。 

教育業界と産業界が将来像を共
有して、そこに企業が投資、教育
への協力することで、自分の会社
にも恩恵があり、それを行政が支
援することで活性化するのでは
ないか。 

札幌市の「シティプロモート戦略」
や「スポーツ推進計画」にもシビ
ックプライドという言葉が出て
きてはいるが、成果として見えて
ない。 

また、ICCとフィルムコミッショ
ンの話が出ていたが、同じ財団の
中にあるので、組織改革をして、
映像全般に関わる係のほうが管
理して、一本化することでもっと
動きがスムーズになって活性化
するのかなと思う。 

経済波及効果の面でいうとツー
リズムの恩恵は大きい。恩恵を感
じることで、もっと関わっていこ
う、映像作品に関連した商品を作
ろうと思うのではないか。札幌市
の企業が制作しているだけじゃ
なくて、札幌市が舞台になるもの
に何か助成をするなりして、シビ
ックプライドの醸成につなげら
れれば良い。 

成田委員 

アニメ制作や映像制作に市民が
参加しやすい場をどう作るかは

作り手側としても意識していく
必要があるなと思う。最近だとク
ラウドファンディングで出資を
する個人などもいて、取り組みと
してすごく面白いと思う。 

メイキングなど関わった人たち
にフォーカスするようなコンテ
ンツがあってもいいのかなとは
思っているが、なかなか限られた
制作予算の中でそこまで手を広
げるというのは難しい。そういう
ところをフィルムコミッション
にも助成する軸として評価して
もらえると、市民が参加しやすく、
かつそれ発信できるような場が
作れると思っている。 

李委員

これまでのフィルムコミッショ
ンの活動でもシビックプライド
は重視しており、ボランティアエ
キストラの運用などを行ってき
た。フィルムコミッションについ
て理解してくれる人も多くなっ
てきたが、一から説明しなければ
ならないことも多いため、ブラン
ドステートメントがあれば、理念
などを市民に伝えやすくなると
思う。 

閉会 

事務局から挨拶をし、終了した。 


